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((((1111))))JJJJ----E CardE CardE CardE Cardでででで練習練習練習練習したしたしたした表現表現表現表現をををを対話場面対話場面対話場面対話場面でででで活用活用活用活用させたいさせたいさせたいさせたい

①①①① ～～～～相手相手相手相手にににに考考考考えをえをえをえを求求求求めるめるめるめる場面場面場面場面をををを取取取取りりりり入入入入れたれたれたれた活動活動活動活動～～～～

てだて①：Presentation（J-E Cardの表現を Teacher Talkでできるだけ使う）

Ex. S: Let's sing a song NOW! T: I don't think so...

T: Can I ask you a question? S: No. T: Why not?

S: I wanted to･･･. T: Excuse me. Can you speak up?など

てだて②：Practice（ペア活動による drill）

てだて③：Production（Short Dialog等で自らの考えを述べる）

●１年生の活動で生徒が用いた表現

●２年生の活動で生徒が用いた表現
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②②②② ～～～～対話活動対話活動対話活動対話活動でででで必要必要必要必要となるとなるとなるとなる表現表現表現表現もももも英語英語英語英語でででで！！！！((((全学年全学年全学年全学年))))～～～～

今年度は，従来の「対話の最中に必要になるであろう表現」だけでなく，「コミュニケーション活

動を運営する際に必要になるであろう表現」も，併せて練習した。

これにより，日々の対話活動でよくある「ジャンケンによる順番決め」も含め，全てを英語で運営

することができるようになった。

生徒生徒生徒生徒のののの発話例発話例発話例発話例：：：： 左にあるのが，１学期のプレゼンテーション

A: Let's play rock-paper-scissors! "This is Me."で，生徒が実際に発話していた文

B: OK! 章である。(生徒たちには，活動を行うときに，

ABCD:Rock-paper-scissors, shoot!･ ･･(決まるまでやる) ボイスレコーダーで対話を録音するように指示

A: Oh, dear....(Aがジャンケンに負ける) してあります。生徒自身による振り返りや，ど

B: I'm... last turn.(Bはジャンケンに勝った) んなところでつまづいているかなどの確認や評

D: I'm... last two... one, one! 価にも使える。)

C: Number 3! 英文がおかしいところもあるが，生徒たちは

D: Yes, yes.(３番目と言えばよいと分かる) とにかく『英語だけで運営しよう』としている

B: (Aに向かって)You are the first! ことが分かる。新たな表現に挑戦したが間違っ

D: (Aに向かって)It's your turn! Let's start! ている場合については，授業の中で教師が正し

B: (Aに向かって)It's A's turn! い表現をできるだけ使うようにしている。

A: OK!

J-E Cardは５回で１シリーズになっている。５回で全て覚えることができない生徒もいるが，多く

の生徒が覚えられなかった表現については，次回以降の J-E Cardで繰り返し出題するようにしてい

る。

Please explain it to me.

Ｊ－Ｅカードの表現が使えたぞ！

｢説明してください｡｣
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((((３３３３))))Situation PracticeSituation PracticeSituation PracticeSituation Practiceでででで，，，，困難困難困難困難なななな場面場面場面場面をををを乗乗乗乗りりりり越越越越えさせたいえさせたいえさせたいえさせたい

①①①① ～～～～場面場面場面場面をををを意識意識意識意識したしたしたした英語表現英語表現英語表現英語表現をををを学学学学ぼうぼうぼうぼう!(!(!(!(全学年全学年全学年全学年))))～～～～

・・・・Situation JSituation JSituation JSituation J----E CardE CardE CardE Card

英語でコミュニケーションを行っていると，

相手の話に相づちをうったり，Eye-Contactを

大切にすることはもちろんだが，相手が言って

いる単語が理解できない時に，その意思表示を

したり，聞き返したりする必要が出てくる。ま

た，自分の発話に対しての相手の意見を引き出

したり，相手の考えの理由を求めたりすること

で話が発展していく。コミュニケーションはど

ちらかが一方的に発話をするのではなく，相互

に言葉のキャッチボールを行うことが大切にな

る。

そこで会話中に相手の発話に対して適切に反

応したり，困った場面を克服したり，会話の内

容を深めていくための表現を Situation J-E Card

という形で生徒に提示し，練習をしてきた。

最初は暗記することで精一杯であった生徒

も，コミュニケーション活動の場面でも意識し

て使用する姿が見られるようになった。

コミュニケーションにおける場面として，

①理解を確認する。

②聞き返す。

③理解できないと意思表示をする。

④英語で言えない。

⑤相づちをうつ。

⑥相手から意見を引き出す。

⑦理由を聞く。

⑧はっきりと答えられない。

⑨話題を変える。

を設定し，出題された日本語を即座に英語で答

える練習を繰り返し行った。今後も表現を検討

しつつ，継続してこの活動を行っていきたいと

考えている。
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②②②② ～～～～コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの困難困難困難困難なななな場面場面場面場面をををを意図的意図的意図的意図的にににに設定設定設定設定しししし，，，，乗乗乗乗りりりり越越越越ええええ方方方方をををを学学学学ぶぶぶぶ活動活動活動活動～～～～

ペアの片方には【Sheet A】を，もう一人には【Sheet B】を渡す。それぞれの指示に従って対話を

おこなう。また，その結果はシートに記入するようにしている。

対話の中で理解できない言葉が出てきたとき，そ

のままにせず，分かるように説明を促す。言い換え

をしたり，例示するなど，工夫しなければならない。

様々なテーマについて，どう考えているか，１分間でできるだけたくさん相手の考えを聞き出す練

習。仮主語の it や make(A)(B)など，既習事項を駆使して表現している様子が分かる。

このように，communication breakdownの様々な場面をクローズアップし，意図的に練習を行って

いる。

①camcorderって何?

②mopedって何?

③あなたの意見は?

④日本を説明しよう!
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③③③③ ～～～～伝伝伝伝わらないときのわらないときのわらないときのわらないときの乗乗乗乗りりりり越越越越ええええ方方方方をををを学学学学ぼうぼうぼうぼう!(!(!(!(２２２２年生年生年生年生))))～～～～

Situation Practiceは，ペアによる活動であ

る。生徒Ａの方は，【Sheet A】にあるように，

"tweezer"を相手からもらうために，それが何

であるのかを伝えなければならない。

生徒Ｂの方は，【Sheet B】にあるように，

相手の欲しがっているものを理解しなけれ

ばならない。しかし，２年生はまだ語彙も

少なく，【Sheet A】と【Sheet B】だけでは，

生徒Ａの負担が大きすぎてしまう。

そこで，生徒Ｂには，【Sheet B】に加え，

左にある４つの写真も配った。

これにより，相手が欲しがっているものがこ

れら４つのうちの１つであると絞り込むことが

できる。また，生徒Ｂの方からも，有益な情報

を引き出す質問をすることができた。

生徒Ｂは，最後に「絶対これだ！」と自信が

持てたところで一枚だけカードを渡すことができ

る。 一度しか渡すチャンスがないことで，相

手の言いたいことを確実に理解しようと努力す

る姿が見られた。以下に，活動後に生徒が「今

日学んだこと」として記入したものを挙げる。
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これは，第２回目として２年生が行った Situation Practiceである。

Situation Practiceでは，'When / Where / Who / What / How'をキーワードとしてあげ，物が何であるか

(What)を説明したいときには，それ以外の(When / Where / Who / How)を使って説明したり尋ねたり

するとよい，とアドバイスした。これにより，少しずつジェスチャーに頼らず英語で説明をすること

ができるようになってきた。

第３回目では，'Outlet'が必要であることを相手に伝えなければならない場面を練習した。この練習

では，"I need an outlet."と一方の生徒が言ったとたんに左上の絵(御殿場のアウトレット)を渡しそう
・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

になってしまう人が何人かいた。また，主にジェスチャーで伝えようとすると，左下の絵(包丁)と勘

違いして，カードを渡しそうになる人がいるなど，必死で伝える姿，分かろうと逆に質問をする姿な

どが見られた。
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（（（（４４４４）））） Active ListeningActive ListeningActive ListeningActive Listeningでででで，，，，内容内容内容内容にににに関関関関するするするする質問質問質問質問にににに慣慣慣慣れさせたいれさせたいれさせたいれさせたい

interactiveな対話活動を行う上で重要なのは，「聞き手の対話への積極的な参加」である。これまで

の課題としてあげられたのが，「J-E Cardの表現などを用いて関わることはできるが，内容に関する

質問があまりできなかった」と答えた生徒が多かったことである。

そこで，対話活動を通してより相互理解を深めることができるようにするために，内容に関する質

問に慣れさせていく必要があると考えた。そこで，静岡大学教育学部英語教育科の三浦孝教授(｢だか

ら英語は教育なんだ｣,2002[p138"Feedback Observation"の項])の研究を参考に，統合的学習活動を支え

る常設的活動として実践してきた。

◎４人グループで活動をおこなう。speakerと recorderを各１

speaker recorderspeaker recorderspeaker recorderspeaker recorder 名，残りは listenerとする。speakerは，教師があらかじめ用意

(教師が用意し (listenerの質問 しておいた小話を読み， listenerはその内容に関してできるだ

た小話を読む) 回数を記録) け多くの質問をすることとした。目的は質問に慣れさせること

であるので，speakerはそれに対して答えることはしない。そ

listener listenerlistener listenerlistener listenerlistener listener の間に recorderは，誰が何回質問したかを記録して，回数を競

(小話を聞いて， 内容に関する質 うようにさせた。また，活動が終了した後，全員に小話の script

問を，できるだ けたくさんする) を配布し，どんな質問ができそうだったか，グループで話し合

わせ，ワークシートに記入させた。教師側も「こんな質問がで

きるのではないか」と質問の例を提示した。

この活動は，長期的な視野に立って実践を積み重ねる必要があると感じているが，短期間でその効

果が現れてきている生徒も見られた。

〈〈〈〈Active Listening SheetActive Listening SheetActive Listening SheetActive Listening Sheet〉〉〉〉

５分間の時間の中で，１回目は２回しか質問できなかった生

徒が，４回目で 12回質問することができるようになった。

他にも，２～４倍ほど質問回数を増やすことができた生徒が見

られた。

今後もこの活動を継続していくことにより，対話に積極的に

関わり，相互理解を深めようと努力する生徒の育成を図ってい

きたいと考えている。

５回

↓
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